A study of back cut in basketball -an examination of basic theory "backdoor offense"- by 幸嶋 謙二 & Koujima Kenji
バスケットボー ル競技におけるバック･カットに関する一考察
-バックドア ･オフェンス理論的基盤の検討一
幸 嶋 謙 二
1.緒言
近年､国内の高校､入学のバスケットボール
競技大会において高身長の留学生プレーヤーを
擁したチームの活躍が目立っている｡現在の競
技スポーツでは､バスケットボール競技に限ら
ず身体的､技術的能力に優れた有望選手の獲得
が勝敗を大きく左右することは周知の通りであ
る｡しかしながら､国内におけるバスケットボー
ル競技の多くのチームは､有望な選手の獲得が
困難な状況である｡このような状況であっても
競技スポーツである以上､指導者は勝利を得る
ために最善の方法をとるべきであろう｡吉井は
｢相手チームに対して､勝敗を決する諸要因の
うち一つでも優れているものを持つならば､そ
の長所を生かし短所を隠すような作戦を立て､
それに成功したなら､いかに他の面で相手より
劣っていても理論的にはそのゲームに勝て
る｣2H'(p.71)と､試合を行う以上､あらゆるチー
ムに対して勝利を得る可能性があるということ
を述べている｡では､その可能性を高めるには
どのような方法があるのだろうか｡様々な方法
論が考えられる中で､その一つは､バスケット
ボールの競技特性を理解した上で､チーム内の
個人技術､身体的能力等を考慮し､勝利を得る
という目標達成の為に最適の個人戦術､グルー
プ戦術､チーム戦術を構築して強化することで
あると考えられる｡
そもそも､バスケットボールは､｢規定の人
数の2チームが1個のボールを同じコー ト上で
規定のルールに従いつつ一定時間プレイして得
点の相対比を争 う｣28)(p.26)競技であることか
ら､オフェンスとディフェンスに分かれた二つ
のチームの争点は､得点の攻防となる｡すなわ
ち､オフェンスはなるべく多くの得点をあげる
べくプレイし､ディフェンスは得点させないよ
うにプレイしなければならないという競技特性
を持つ｡よって､オフェンスは ｢シュー トする｣
｢相手の防御を打ち破る｣｢ボールの所有｣28'(p.
27)という､3つの原則的プレイ､つまり､ボー
ルの所有を失わないようにしながら相手防御を
打ち破 り､成功率の高いシュー トを打つという
ことが求められる｡そこで､これを踏まえて､
オフェンスの実践的目標を確認すると､｢バス
ケットボールは確率のゲームである｣17)(p.300)､
｢よいショットチャンスをつくる｣1)(p.290)､
｢成功率の高いショットを打つことである｣10'(p.
297) と多くの成功を収めたコーチらが述べて
いるように､オフェンスに関する目標に共通し
ていることは､確率の高いシュー トを打つとい
うことがその目標として設定される｡では､確
率の高いシュートを打つためにはどのようなこ
とが必要になるのであろうか｡
この目標を達成するために､さまざまなチー
ム戦術が考案されており､その代表的なものは
『バスケットボールコーチングバイブル』9)にお
いて確認することができる｡そして､これらの
眼に見えるチーム戦術には､一回性で多様な現
象を支え､根拠を与えている､眼に見えない深
層での共通の仕組みたる原理原則の存在がある
はずである｡この原理原則を､内山は ｢バスケッ
トボール競技におけるチーム戦術の構造分析
｣26)において明らかにした｡内山に拠ると､チー
ム戦術の原理原則は､｢13秒以内｣｢優先順位｣
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｢流れ｣の3要素の関係によって特徴づけられ
ている26'(p.36)｡
第 1に ｢13秒以内｣ については､13秒以内に
シュー トチャンスを作り出すことをチーム戦術
の条件制御要因とするものである26'(p.36)｡
第 2に ｢優先順位｣については､空間での優
先順位を ｢バスケットボール競技では､チーム
として空間に設置されたゴール-と近づくこと
が重要であり､空間の戦術的な重要度は距離に
反比例して増加する｣とし､｢バスケットボー
ル競技にとって空間は均質ではなく､そこには
戦術上 『優先順位』という要素の存在は不可欠
である｣洲(p.33)と述べているo
この内山の指摘する ｢優先順位｣を裏付ける
ものにゴール近辺に3秒間以上滞在が許されな
い制限区域の設置がある｡ それは､バスケット
ボール競技の競技規定の一つに3.05mの空間に
ゴールを設置するということがあるが､このゴー
ルの高さは､1891年にネイスミスによってバス
ケットボール競技が発案されて以来変わってお
らず､このことから絶対的な高さの優位性が発
生すると考えられている｡何故ならば､防御者
よりも身長の高いプレーヤーがゴールの下に居
続けることが出来るのであれば､よりゴールに
近い位置でシュー トを打つ機会が得られ､簡単
に得点をすることが出来ると考えられるからで
ある｡その為､ゴール近辺には平等性を保ち､
競技を成 り立たせるために制限区域が設置され
ていると考えることができる｡制限区域の設置
は空間での優先順位を裏付けるものであり､ゴー
ル近辺-の攻撃がい かに重要であるかを示唆し
ている｡
最後に､｢流れ｣に関しては､パッシングや
人の移動によって流れを作ることにより､｢防
御側も常にポジションを変える必要に迫られ､
組織的にデ ィフェンスを行 うのが困難にな
る｣23)(p.20)と言われるように､オフェンスに
おいて流れを作ることは､空間での優先順位と
ともに重要なことであると考えられている｡
そこで､これらのチーム戦術の条件制御要因
を検証する事例を挙げると､まず ｢13秒以内｣
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に関するものは､多くの事例によってメリット
とデメリットが明らかになっている｡
国内では､2001年より国際ルールのシュー ト
クロックが30秒から24秒に変更されたこともあ
り､オフェンスのチーム戟術においてフアス ト
ブレイクを主流とする考え方がある｡｢相手の
大きい選手が自陣-戻ってしまう前に勝負をし
てシュー トを決めたり､相手に高さで勝負され
る前に､ こちらか ら積極的に速 さで勝負す
る｣1)(p.24)と言われるように､人数的に有利
な状態やディフェンスがセットされていない状
態では､フアス トブレイクやセカンダリー ブレ
イクのようなアップテンポなオフェンスが有効
であると考えられている｡ このように､高さに
対するハンディキャップを平面的な速さで解決
させようとすることも解決策の一つであろう｡
しかしながら､｢13秒以内｣というシュー トチャ
ンスを作り出すスピー ドを強調するために､ディ
フェンスの陣形が崩れていない状態で強引なシュー
トやアウトサイ ドのシュー トばかりになると確
率の高いシュー トを打ち続けるのは困難である
と考えられる｡さらに､ディフェンスの陣形が
崩れていないと､ディフェンスのリバウンド獲
得が容易になり､相手チームのすばやい攻撃が
可能となるため､シュー トを打ったオフェンス
側は､ディフェンスをセットすることが遅れて
人数的な不利を作るばかりではなく､相手チー
ムによい流れを与えてしまうことになると考え
られ､そのデメリットが指摘されている｡
以上のことから､｢13秒以内｣にシュー トチャ
ンスを作り出すスピー ドを強調するだけでは､
ディフェンスの陣形を崩 し､高確率のシュー ト
を打つことは困難であり､ハーフコー ト･オフェ
ンス'Ll) を強いられることが多くなると考えら
れる｡また､身長が相手チームよりも劣ってい
る場合は ｢スローテンポのゲーム展開に持ち込
み攻撃回数を減少させることは､能力差をカバー
し､勝機を兄いだすために有効な考え方の一
つ｣12) (p.112) と指摘されていることから､時
間をかけて攻撃することも有効であると考えら
れる｡よって､本研究では､この ｢13秒以内｣
という時間に関する条件制御要因は考慮しない
こととする｡
他方､低身長者や比較的能力の低いとされる
チームを対象に､｢優先順位｣や ｢流れ｣を検
証し､さらに､身長の低いチームには不利とさ
れるハーフコー ト･オフェンスに限定した事例
は少ないと言える｡そこで､ハーフコー ト･オ
フェンスに関する基礎的知見を確認すると､以
下のようになる｡
現在､ハーフコー トで展開されるオフェンス
は､｢パターン ･オフェンスとフリー ･オフェ
ンス｣27)(p.144)に大別されているが､｢チーム
として一定の形を決めて攻撃するパターン･オ
フェンスがプレッシャー ･マンツーマン･ディ
フェンスの普及によって行き詰まり､その解決
のために､防御に応じた状況判断によってボー
ルと人が移動しながら連続して攻撃を仕掛ける
フリー ランス･オフェンス､つまりモーション･
オフェンスが考案された｣23)(p.20)ということ
から､現在では､フリー ランスで行われるモー
ション･オフェンスがハーフコー ト･オフェン
スの主流になっていることが窺える｡
その一方で､フリー ランスのモーション･オ
フェンスの氾濫による弊害も見受けられる｡そ
れは､モーション･オフェンスについて､土田
らは ｢モーション･オフェンスは､ファンダメ
ンタルと言われる 『動き』を継続することによ
り､全員が絶えず 『移動』をしながら攻撃する
方法 ･･･コー ト上のプレーヤー達がその場で
最適と思われるプレイを選択しながらシュー ト
チャンスをうかがうものである｣22)(p.6)と述
べている｡｢最適と思われるプレイの選択｣が
｢フリー ランス｣- ｢自由に攻める｣という言
葉の誤った解釈によって､｢優先順位｣や ｢流
れ｣を考慮しないで強引に自分勝手なシュー ト
を打ったり､プロバスケットやショー バスケッ
トの影響から､ドリブル中心の1対 1で単純な
オフェンスが多くなってきていることも事実で
ある｡このことは､2006年に日本で開催された
世界選手権で､世界最高峰のプロリー グである
NBAから選手を集め､モーション･オフェンス
を行った優勝候補のアメリカチームが､徹底し
たチーム ･オフェンスを行ったギリシャチーム
に負けたことによってもフリー ランスのモーショ
ン･オフェンスにおけるリスクとして指摘され
ている｡
モーション･オフェンスは､チームの中での
｢動きのルール｣23)(p.20)によってスクリーニ
ングゲームとパッシングゲームに分けることが
できる23)(p.20)｡スクリー ニングゲームは主に
｢パッシング｣｢スクリー ン｣｢カット｣､パッシ
ングゲームは ｢パッシング｣｢カット｣｢ドライ
ブ｣によってディフェンスを打ち破り ｢あわせ｣
を行うことによって確率の高いシュー トを打と
うとするものである｡
以上のことから､チームにとって最適なハー
フコー ト･オフェンスを構築するためには､
｢優先されるべき空間｣であるゴール近辺-の
侵入と攻撃､｢流れ｣を作るといったチーム戦
術の原理原則を考えて､チームとしてディフェ
ンスを打ち破り､確率の高いシュー トを打てる
ように構築するべきであると考えられる｡その
ために必要なグループ戦術は､多くのものが存
在するがその中でも､モーション ･オフェンス
のスクリー ニングゲームとパッシングゲームで
共通している ｢カット｣は､ゴール近辺-の侵
入と攻撃､｢流れ｣を作るために有効なグルー
プ戦術の一つであると考えられる｡そこで､現
在､バスケットボール競技で使用される ｢カッ
ト｣について用語の検討をすることとする｡
内山は､｢個人的戦術｣を ｢1対 1､つまり
直接味方が関与しない攻撃と防御の状況に対し
て適切な措置を講じるためのプレーヤーの行動
に関する理論｣とし､｢グループ戦術｣を ｢ス
クリー ンプレイや-ルプといった2人あるいは
それ以上の隣接するポジションのプレーヤーた
ちが密接に関与する攻撃と防御の全ての行動に
関する理論｣24)(p.3)としている｡また､ボー
ル非保持者の個人的戦術行為の内実を ｢『防御
者の技術的貧困』から敵の直接的な影響を受け
ない状況下でのポジションの確保のための攻撃
行為｣と ｢敵の直接的な影響を受けながらボー
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ルなしの状態での1対 1状況の打開を図るため
の攻撃行為｣とし､｢パスを受けるためにノー
マークになったり､ノーマークを作ったりする
こと｣であるカットプレイを ｢敵の直接的な影
響を受けながらボールなしの状態での1対1状
況の打開を図るための攻撃行為｣25)(p.9,10)､
また ｢打ち破るための方法として､ボールを持
たない選手が防御陣形を突破し､フリーになる
ための移動｣23)(p.21)であると述べている｡
次に､カットが行われる方向を見てみるとディ
フェンスの体勢やディフェンスとの位置関係を
崩すために､ボール非保持者が働きかける移動
には､ゴール方向-のカット､ボールの方向-
のカット､ボールと反対方向-のカットの3つ
の方向がある13'(p.111)｡ しかし､ 2方向を組
み合わせた動きの実際では､ボールをレシーブ
する時の方向として､ゴールと反対方向が加わ
るので､動きの要素としては4方向となる13)(p.
113)｡ナイ トらも同様に､カットが行われてい
る方向について､アウトサイ ドからのカットは､
ベースラインに向かって行うインサイ ドカット､
バスケットに向かって行くカット､パスした方
向と反対側にスクリー ンをかけに行くカット､
パスをして動いた後､元の位置に戻るカットの
4つである7) (p.106) と述べている｡ また､
｢スクリーンを利用して行われるカットはカッ
トオフ｣9)(p.548) と呼ばれ､スクリーン使用
時のカットはVカット､ス トレー トカット､タ
イ トカット (カール ･カット)､バック ･カッ
ト｣7'(pp.162-164)がある｡その他でもゴー
ルから離れる ｢フレアー ･カット｣13)(p.196)
などが挙げられる｡ さらに ｢UCLAカット｣27)
(p.143)のようにパターン化されたオフェンス
の名前がついたカットもある｡
カットをあらゆるレベルで行えるグループ戦
術と考えた場合､スクリー ンを利用するカット､
すなわちスクリー ンプレイは､スクリーンを使
用するときに技術的､戦術的課題が発生する｡
このように考えると､スクリー ンプレイは､カッ
トと比べると習得が難しいものであると考えら
れる｡このことから､カットの使用を広範囲に
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わたる競技者を対象とした場合､スクリーンを
使用しないカットが重要であると考えられる｡
では､スクリーンを使用しないカットは､ど
のようなものがあるのだろうか､代表的なもの
に ｢フロント･カット､インサイ ド･カットと
いわれるボールサイ ド･カット､バック･カッ
ト､フラッシュ ･カット｣7)(pp.170-172)､
｢シャロー ･カット､ベースライン ･カット｣8)
(p.98)等がある｡ さらに､ボールを持ってい
ないプレーヤーが､ボールをもらうための動き
として､2方向 (ゴールの方向､ゴールと反対
の方向)の動きを組み合わせたとき､その2方
向の角度が90度に近い場合をLカット､角度が
ほとんどない場合をⅠカット､鋭角的な場合を
Vカットと呼ぶことがある｡このほかにも､動
き方をアルファベットの文字の形にたとえて､
Cカット､Uカット､Sカットなどと呼ぶ場合
がある13)(p.113)0
以上のことから､本研究では､スクリーンを
使用しないでバスケットに向かって ｢打ち破る
ための方法として､ボールを持たない選手が防
御陣形を突破 し､フリーになるための移動｣23)
(p.21)する行為を ｢バスケット･カット｣､
｢カッティング｣､｢カット｣と定義し､｢カット｣
として使用することする｡
そこで､近年におけるカットの有効性に関す
る先行研究を概観 してみると､長門らによる
｢バスケットボール競技におけるチームオフェン
スの構築-パッシングゲームに着 目して-｣11)
において､パッシングゲームの構築法が研究さ
れている｡パッシングゲームは､｢カット｣｢ド
ライブ｣｢あわせ｣により組まれている強力な
オフェンスであり､｢得点力が増し､試合に出
場したプレー ヤーが均等にシュー トを打ち､ゴー
ル下でのシュー トが増えた とい う傾向が確
認｣11)(p.44)できたものであり､カットの有効
性を提示している｡また､パッシングゲームで
はカットの目的を ｢打ち破るための方法として､
ボールを持たない選手が防御陣形を突破し､フ
リー になるための移動｣を行 うことで ｢ゴール
近くの重要な 『場所』-侵入する｣ことと､
｢スペースの創造と活用｣23)(p.21)であると述
べられている｡また､長門らによるパッシング
ゲームでは､カットを行 う優先順位は､パスを
出したプレーヤーが行 うことを優先しているパ
スアンドランであり､そのパスアンドランにお
いては､防御者の前を通るボールサイ ド･カッ
トが基本となっている｡ しかしながら､ボール
サイ ド･カットにはいくらかの問題点もあると
考えられる｡それは､｢ボールマン｣ - ｢防御
者｣- ｢オフェンス｣の防御陣形を崩すために
は防御者との身体的接触が多くなり､疲労が多
くなる｡さらに､ボールのレシーブに成功して
もレシーバーよりも防御者の身長が高ければ簡
単にシュー トを打つことは困難であることから
対戦相手よりも身体的能力が劣るチーム､プレー
ヤーが､試合を通してボールサイ ド･カットだ
けで､防御陣形を崩し続けるのは困難であると
考えられるからである｡
われるカットとしてバック･カットがあるが､
このバック･カットはどのような利点を有して
いるのであろうか｡
バック ･カットは､｢ボールマン｣- ｢防御
者｣- ｢オフェンス｣の位置関係になるためボー
ルサイ ド･カットと比べるとボールをレシーブ
することがより難しくなるが､ボールをレシー
ブすることに成功すると､カッターとゴールの
間には防御者がいない為に良いシュー トチャン
スが現れる｡また､防御者の背後をカットする
ので身体接触が少ないため身体的能力のハンディ
キャップがあっても疲労度が少ない｡さらに､
バック ･カット自体は ドリブル ドライブのよう
に個人技術の習得に差がなく､広範囲にわたる
競技レベルのプレーヤーを対象としても､ゴー
ル近辺-の侵入と攻撃が出来る再現性のあるグ
ループ戦術であるといった有効性が考えられる｡
そこで､バック ･カットについての先行研究を
概観してみると､国内においてハーフコー ト･
オフェンスにおけるチーム戦術､グループ戦術
として､バック･カットを分析し､その有効性
についての検証を行った研究は見当たらない｡
ただ､多くの指導書でバック ･カットについて
｢オフェンスプレーヤーがボールにミー トする
状況で､ディフェンダーがオーバープレイ (ディ
ナイ)してきたとき､すばやく切 り返してブラ
イン ドサイ ドをカットする｣9)(p.553)､｢ディ
フェンスが､フロント･カットを警戒してサギ
ングやフローティングをした場合は､わざとそ
の方向に動き､すかさず方向展開して､バック･
カットをする｣13)(p.170)､｢バック ･カットは
オーバープレイしているディフェンスに対して
用いられる｣7)(p.170)｢防御側の状況に応 じて
フェイクを入れたり､バンプを予測して裏をつ
いたりすること｣23)(p.22)､｢マークマンがボー
ルサイ ドに過剰に寄っているようなら､フェイ
クなどを使いながら､バック ･カットで裏のス
ペースをつく｣18)(p.17)､といった､ディフェ
ンスのオーバープレイ時の状況で使用すること
が共通して述べられているが､バック ･カット
を利用したチーム戦術の指導法や有効性に関す
る記述は国内では見当たらない｡そこで､国外
に目を向けるとバスケットボール発祥の地であ
り本場であるアメリカ合衆国において､バック･
カットを主体としたチーム戦術に ｢バックドア
(プリンストン) ･オフェンス｣が挙げられる｡
実際に､この戦術を採用している代表的なチー
ムに､男子の全米大学バスケットボール界のN
cAAディビジョン1日-2'に所属し､このチーム
戦術を考案したとされるプリンストン大学､エ
アーフォース大学､2007年度の全米大学バスケッ
トボール選手権においてファイナル4に入った
ジョージタウン大学等が挙げられ､全米大学バ
スケットボール界では有効とされるチーム戦術
の一つになっている｡しかし､国内では､この
バック ･カットを主体としたチーム戦術の有効
性について検証し､研究することまでには至っ
ていない｡そこで､本研究では､バスケットボー
ル競技のハーフコー ト･オフェンスにおいて､
空間での ｢優先順位｣｢流れ｣ をチーム戦術の
原理原則として捉え､チーム戦術を構成するグ
ループ戦術の中からバック･カットに着目し､
その有効性について新たな知見を得ることを目
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的とする｡ そのために､｢バックドア (プリン
ス トン) ･オフェンス｣の理論的基盤について
検討を行い､その可能性を探ることとする｡
2.バックドア (プリンストン)･オフェ
ンス理論的基盤の検討
2-1.バックドア (プリンストン)･オフェン
スの考案者 PeterCarr目について
全米大学バスケットボール界のNCAAディビ
ジョンⅠに所属しているプリンス トン大学で､
現在行われているオフェンスのチーム戦術であ
る ｢バックドア (プリンス トン) ･オフェンス｣
を考案した PeterCarri上(1930-)は､ラフア
イエツト大学で1948年から1952年までプレイ後､
1959年から1966年までリー ディング高校でコー
チを務め145勝42敗の成績を残し､1966年にリー
ハイ大学で1年間､翌年の1967年から1997年ま
での29年間､プリンス トン大学で-ツドコーチ
として活躍､大学では30年間で通算525勝273敗､
勝率.658の成績を残し､アイビー リー グ史上､
最多勝利の記録を持つコーチである｡
プリンストン大学では514勝261敗の記録を残
し､13回の リー グ優勝と11回のNCAAトー ナメ
ント (全米大学バスケットボール選手権)､2回
のNITトー ナメント(全米招待大学バスケットボー
ル選手権)の出場など輝かしい成績を残 してい
る｡ 1975年のNITトー ナメン トでは､決勝戦で
プロビデンス大学を破 りアイビー リー グで唯一
のNITトー ナメントのチャンピオンになった｡
また､ディビジョンⅠで唯一の体育奨学金制度
のないチームで500勝以上をあげたコーチであ
り､その功績を称えられ1997年9月29日にネイ
スミス記念バスケットボール殿堂入りを果たし
ている｡
petercarrilの大学での最後の勝利は､全米
大学バスケットボール界では伝説の試合となっ
ている｡それは､1996年のNCAAトー ナメン ト
において前年度優勝校で第一シー ドのUCLA
(カリフォルニア大学ロスアンゼルス校)との
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一回戦で､同点で迎えた試合終了間際､残り3.8
秒で放ったバックドア ･カットからのレイアッ
プに成功し､その2点が決勝点となった劇的な
勝利であり､多くの関係者を驚惜させた16)｡
その後､活躍の場を世界最高峰のプロリー グ
であるNBA (NationalBasketbalAssociation)
-と移し､1998年より2005年の8年間､サクラ
メント･キングスでアシスタント･コーチを務
めた｡在籍中は､オフェンス ･スキーム托3)を
担当し､1998年から8年連続でプレイオフに出
場､2001年には､カンファレンス ･ファイナル
出場を果たし､ウェバー､ディバッツなどのオー
ルスタープレーヤーを筆頭に､多くのセンター
プレーヤー､フォワー ドプレーヤーの育成に貢
献した-'(p.160-163)｡
2-2.バックドア (プリンストン)･オフェン
スの概要
｢バックドア (プリンス トン) ･オフェンス｣
は､｢プリンストン･オフェンス｣｢バック･カッ
ト･オフェンス｣ともいわれ､バック･カット､
スクリーンを多く使用し､得点するためのセッ
ト､オプションが多様にあるパターン化された
オフェンスである｡ バックドア ･オフェンスの
特徴として､ディフェンス側のどのような作戦
に対しても有効なバック ･カットができるよう
に作られている｡
以下に､バック ドア･オフェンスを理解する
ためには､不可欠な専門用語を示した｡
1. バックドア ･プレイ ･･･オフェンス
プレーヤーがボールにミー トする状況で､
すばやく切り返してブラインドサイ ドをカッ
ト (バック ･カット)するプレイ｡
2. アライメント ･･･オフェンスを行う
ときの陣形｡セット･オフェンスを始める
ときの5人のプレーヤーの位置関係｡
3. ぺリメータープレーヤー ･･･ アウ
トサイドのプレー ヤーのこと｡バックドア ･
オフェンスでは､ガー ドとウイングポジショ
ンのプレーヤーとなる｡
4. ぺリメーターエクスチェンジ ･･･
ぺリメーターのプレーヤーが交差してポジ
ションを交代すること｡バックドア･オフェ
ンスでは､センタープレー ヤーにパスが入っ
た時､ストロングサイ ドにボールがあると
きにべリメーターのプレー ヤーはエクスチェ
ンジするルールがある｡
5. トップオブザキ一 ･･･ フリー スロー
ラインを囲むサークルのセンターライン側
の頂点付近の位置を指す｡
6. シェイプ アップ ･･･ バックドア ･
オフェンスでは､センタープレー ヤーがトッ
プオブザキーで展開するためにパスを受け
ることを意味する｡
7. ハンドオフ ･･･ 手渡しパス｡ ドリ
ブルをしながら行 うとドリブルハンドオフ
となる｡バックドア ･オフェンスでは､プ
レッシャーの弱いディフェンスに対して行
うことが多く､シザースプレイ等で行われ
る｡
8. キックアウト ドリブル ドライ
ブなどで制限区域内に侵入したとき､ディ
フェンスの陣形が崩れてオープンになった
アウトサイ ドのプレーヤーにパスを出すこ
と｡キックザボールともいう｡
9. オプション ･･･ プレイの選択肢を
指す｡例えば､ペリメータープレーヤーは
ウイングポジションでエントリー パスを受
ける､ボールをレシーブできない時はバッ
ク･カットを行うオプションを持つ｡
元プリンス トン大学の-ツドコーチである
Scottは､バックドア ･オフェンスを実践する
上での注意点として､継続性のあるオフェンス
を行うために ｢プレーヤーとボールの移動｣20)､
バック･カット､パッシング､ ドリブル ドライ
ブを行うための適切な ｢スペーシングとポジショ
ニング｣20)､バック ･カットとスクリーンが有
効に行われるように ｢ハー ドカットとハー ドス
クリー ン｣20)､以上の3点を挙げている｡また､
バック･カットに対して行われるパスについて､
｢ドリブルを止めないで行 うバウンズパスが有
効｣3) (p.131)､｢ディフェンスとの関係によっ
て､バ ウン ドパスやループパスを使い分け
る｣13) (p.170)と記述があることからバウンズ
パスやループパスが有効であると考えられる｡
バックドア･オフェンスではボール保持者がカッ
ターサイ ドにドリブルをすることによってバッ
ク･カットを行うことが多い｡これはカッター
の防御者がドリブルに気を取られた瞬間にバッ
ク･カットを行う機会があるからであり､バッ
ク･カットを行うための合図にもなっている｡
よって､バックドア ･オフェンスではバック･
カットに対してはドリブルからのバウンズパス
が多く使用される｡
バックドア ･オフェンスには基本となる3つ
のアライメントがある｡基本となる2-3ハイポ
ス ト (図1)､ポス トがシェイプアップして広
がる3メンアウトスプレッド (図2)､ローポ
ス トにポス トアップする4メンアウトローポス
ト (図3)である｡この3つのアライメントが
継続しながら展開されていく｡すべてのアライ
メントに共通していることは､いつでもバック･
カットが狙えるスペースがあることであり､ディ
フェンスの状況によって使い分けられるように
多数のエントリー ､セット､オプションが用意
されていることである6)｡
バックドア ･オフェンスの基本的なアライメ
ントは､2-3ハイポス トのポジショニングとな
る｡ハーフコート･オフェンスは､このポジショ
ンからセットされることが多い｡2-3ハイポス
トには､4つのぺリメーターポジションとセン
ターポジションがある｡ガー ドプレーヤーは､
エンドラインからフリー スローラインの角､い
わゆるエルボーの延長線で3ポイントラインよ
り上の位置にポジションをとり､ウイングプレー
ヤーは､フリー スローラインの高さでサイ ドラ
インと3ポイントラインの間に､そしてハイポ
ストは､フリー スローラインより上にポジショ
ンをとる｡
5人の選手がフリー スローラインより上の位
置からオフェンスを始めることは､バック･カッ
トや ドリブル ドライブをするためのスペースを
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(基本的となるアライメント)
図1 2-3ハイポスト
図3 4メンアウトロー ポスト
制限区域内に作ることになる｡オフェンス同士
の距離を的確にとって､ディフェンスの陣形を
拡げることにより､-ルプディフェンス､制限
区域内での トラップ､ウイークサイ ドに追い込
まれるのを防ぐことが出来る｡
｢スペーシングとポジショニング｣20-は､こ
のオフェンスを成功させるために重要なポイン
トであると考えられる｡
2-3ハイポス トで､ディフェンスの陣形を崩
すことができなかった場合､センタープレー ヤー
はトップオブザキーにシェイプアップし､3メ
ンアウトスプレッドのアライメントになる｡さ
らにハイポストにいたセンタープレーヤー､ま
たは､カッターがローポス トにポス トアップす
ることにより､4メンアウトローポス トのアラ
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図2 3メンアウトスプレッド
イメント-と展開される｡バックドア ･オフェ
ンスは､継続性のあるシステムになっており､
1回のオフェンスで､最初に選択したセットが
無効であれば､次のセット､また次のセットと
35秒の中で継続される｡
バックドア ･オフェンスは､ディレイ ド7L4)
が目的のオフェンスではない｡しかし､攻撃回
数を制限したければ試合のテンポを遅らせて､
ボールを保持することが可能である｡
チームは､それぞれの能力を充分に発揮でき
るオフェンスのオプションを持つべきであると
考えられるが､バックドア ･オフェンスは多様
なオプションがあるため､選手1人1人の持っ
ている能力を利用することができる｡これら､
バックドア ･オフェンスに組み込まれているオ
ブションはバック･カットに合わせて作られて
いる｡プレッシャーの強いマンツーマン･ディ
フェンスもしくはトラップディフェンスに対し
ては､バック･カットとドリブル ドライブを､
プレッシャーの弱いマンツーマン ･ディフェン
スもしくは､ゾーン･ディフェンスに対しては､
ドリブルハンドオフや的確なスクリー ンを我慢
強く継続することで､得点をするための機会を
生み出すことができる｡パターン化されたオフェ
ンスの利点は選手1人 1人の動き全てに目的を
持たせることであると考えられる｡
代表的なセット･オフェンスは､ハイポスト･
オフェンスからシザース､シャッフル ･カット､
チン･シリー ズ､ハイポス トのシェイプアップ
からガー ドのエルボースルー､ローポスト･オ
フェンス､ワイ ド･オフェンス､ゾーン･オフェ
ンス等であり､プレーヤーは､アライメントの
形状や､ボールがエントリー された場所､ディ
フェンスの状況によって､最適なセット･オフェ
ンスを選択する｡
すべての状況で最も優先されるのは､センター
プレー ヤーのポストアップである｡ハイポスト､
ローポス トに限らず､センタープレーヤーがポ
ス トアップを行った場合､ボールを入れること
が先決される｡何故ならば､センタープレー ヤー
は､様々なセット･オフェンスの起点であり､
ピック&ロール､ボールの展開､バスケットに
向かって行われるドリブル ドライブ､他の選手
にスクリー ンに行くことが多いからである｡そ
のためセンタープレーヤーは､身長が高いとい
うだけではなく､パス､シュー ト､ボールハン
ドリングがしっかりと行えるようなプレーヤー
を選択する必要がある｡
センタープレーヤーが立つ位置によって､セ
ンタープレーヤー側をス トロングサイ ド､逆を
ウイークサイ ドとする｡ウイークサイ ドのオプ
ションとして､ス トロングサイ ドにボールが展
開された時は､ウイークサイ ドのぺリメーター
のプレー ヤーは､ポジションをェクスチェンジ､
または､ダウンスリー ンを行う必要がある｡こ
れは､ディフェンスを移動させ､ス トロングサ
イ ドの-ルプを困難にすることと､ウイークサ
イ ド-の展開の準備が目的である｡ストロング
サイ ドのオプションには､ドリブルハンドオフ､
ピック&ロール等のスクリーンを使用した2メ
ンゲームが多く用意されている｡
フレックス､シャッフル ･オフェンス等のパ
ターン ･オフェンス江5)と違 う点は､メインと
なるセット･オフェンスやオプションが様々な
形で繋がっていることである｡ 1回の攻撃で実
際に3つ､もしくはそれ以上のセット･オフェ
ンスを行い､自然な流れでオフェンスのパター
ンを選択しているということである｡結果とし
て､どのようにセット･オフェンスがつながっ
ているかをスカウティングするのは困難にな
る4)｡
バックドア ･オフェンスの成功は､適切なス
ペーシングとそれぞれの選手が役割を果たし､
力強い正確なカット､スクリー ン､素早いボー
ルの展開､ドリブル ドライブを自然な流れの中
で実行することであると考えられる｡
2-3.バックドア (プリンストン)･オフェン
ス理論的基盤のまとめ
Carrilがバックドア ･オフェンスを考案した
理由について概観してみると､コーチとして赴
任したプリンス トン大学が､選手をスポーツ奨
学金制度で獲得することができない状況の中で､
高身長で身体能力が優れた選手が数多く存在す
るNCAAのディビイジョンⅠというレベルで戦
わなければならなかったことが考えられる｡そ
れは､Carrilのバスケットボールに対するフィ
ロソフィーが書かれている著書の中で ｢『大き
く強い人は､小さく弱い人に勝つ｡しかし､小
さくても賢い人は､大きく強い人に勝つ』とい
う､父からの教えがプリンス トン･オフェンス
の原点になっている｣3)(p.17) と述べているこ
とからも窺える｡また､バスケットボール競技
に求められる能力を ｢質の高い才能という観点
では､身体的に能力があるということだけでな
い｣3'(p.37)と述べており､この記述からもバッ
バスケットボール競技におけるバック･カットに関する一考察 57
クドア ･オフェンスが高さや体格の差に対して､
有効なチーム戦術であると考えることができる｡
バックドア ･オフェンスは､バック･カット､
スクリー ンをパターン化されたセット･オフェ
ンスやオプションの中で展開し､ディフェンス
の陣形を崩してオープンの状態を作り､確率の
高いシュー トを打とうとするシステムである｡
計算されたフロアバランスでフリー スロー (ファ
ウル)ラインより下に広くスペースを作ること
によりバックドア ･プレイからレイアップや ド
リブル ドライブ､-ルプが来にくい状態でロー
ポス トのパワープレイを制限区域内で行うこと
を可能としている｡また､バックドア ･オフェ
ンスには､バック･カットを攻撃の手段として
行うため､常にカットするレーンをオープンに
しておく､ディフェンスをフェイ ドアウトして
引きつける等のバック ･カットを行うための技
術､戦術が存在する｡
このように､バック･カットを多用するオフェ
ンスのチーム戦術は国内では例を見ない｡それ
は､バック･カットにおけるパスのレシーブが
ボールサイ ド･カットに比べて難しく､ゴール
付近にカットするスペースを確保する等の問題
点があることから､多くの指導書で､バスケッ
ト･カットは､ボールサイ ド･カットが優先さ
れているということが一一因であると考えられる｡
そこで､バック ･カットの有効性を究明するた
めに､これまでに得た知見をまとめ､バックド
ア ･オフェンスのいくつかの長所と短所 (問題
点)を掲げると､
長所は､
1.ポジションに関係なく､コー トにいる全
員にレイアップが狙えて､等しく得点を
するチャンスが得られる｡
2.適切なフロアバランスとスペーシングを
習得することができる｡
3.身体的接触が少なくゴール近辺-侵入し､
攻撃することができる｡
4.バック･カットを常に狙うことによりディ
フェンスのプレッシャーを弱めることが
できる｡よって､エントリー がスムーズ
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に行える｡
5.ディフェンスを下げさせることにより､
スクリーンが有効に使用できる｡オープ
ンの3ポイントシュー トを打つことがで
きる｡
6.オプションを習得することにより､プレー
ヤーの状況判断力を高める｡
7.プレーヤーは､チームでディフェンスを
崩すことを理解する｡
8.テンポ､攻撃回数をコントロールするこ
とが可能である｡
9.セット､オプションが多数あり､連続し
て繋がっているのでスカウティングされ
にくい｡
10.どの様な陣形のディフェンスでも対応す
ることができる｡
ll.カットの後にできるスペースにすばやく
移動することで､1対 1を有利に行える
ディフェンスの ｢ずれ｣｢スペース｣ を
作ることができる｡
短所(問題点)は､
1.チーム全体で習熟するには多くの時間が
必要である｡
2.パスのレシーブが難 しいため､ボールハ
ンドリング､パス､ドリブルといった個
人の正確な基礎技術力が要求される｡
3.アウトサイ ドのシュー トに偏ってしまう
可能性がある｡
4.センタープレーヤーの負担が大きい｡
5.平面的な移動による運動量が多い｡
等が挙げられる｡ここで着目すべき点は､長所､
短所 (問題点)共に身長や体格があまり影響を
受けない事である｡そして､短所 (問題点)は
あるが､チームとして習得､習熟することがで
きれば､短所 (問題点)よりも多くの優れた長
所を得ることができると考えられる｡
バックドア ･オフェンスをシュー トクロック
が24秒と短い国際ルールで行 うことは､NCAA
のチームと同じように行 うのは困難であろう｡
しかし､バックドア ･オフェンスで行われるバッ
ク･カットの長所は､チームとして習得できれ
ば､国内においても内山の指摘する空間での
｢優先順位｣に対する攻撃､ないしオフェンス
の ｢流れ｣を作るためのグループ戦術として､
ボールサイ ド･カットと同様に有効な手段にな
ると考えられる｡
3.考察と今後の課題
バスケットボール競技における国内の中学､
高校､大学のチームでは､スポーツ推薦制度な
どで選手が獲得できるチームは限られており､
大半のチームが身長や技術力の高い選手の獲得
が困難なチームである｡そこで､そのようなチー
ムがチーム内での特徴を活かし､選手または､
チームとして最大限の能力を引き出すためのチー
ム戦術やそのようなチーム戦術を遂行するため
に再現性のある有効なグループ戦術を検討する
ことは大変重要であり､意義のあることである
と考えられる｡このような観点から本研究の目
的は､空間での ｢優先順位｣､｢流れ｣をオフェ
ンスのチーム戦術の原理原則と捉え､グループ
戦術の中からバック ･カットに着目し､その有
効性について新たな知見を得ることであった｡
そこで､バック ･カットを主体としたチーム戦
術であるバックドア ･オフェンスの理論的基盤
について検討した結果､バックドア ･オフェン
スにおける長所､短所は身長や体格があまり影
響しないものであった｡よって､本研究で指摘
したボールサイ ド･カットの問題点に対して､
バックドア ･オフェンスでは､適切なフロアバ
ランスとポジショニングを確保し､バック･カッ
ト､パス､ ドリブルなどの基礎技術を習熟する
ことによって､身体接触の少ないバック･カッ
トがいつでも行えるようになり､身体的接触に
よる疲労が最小限に抑えられ､空間として優先
されるべきであるゴール近辺-の侵入､攻撃､
そしてプレーヤーとボールが継続的に移動する
ことによって流れを作るといった目的では､ボー
ルサイ ド･カットと同様の効果を期待すること
ができると考えられる｡さらに､バック ･カッ
トによってディフェンスの位置が下がることに
よりボールサイ ド･カットも相乗的に発生する
ことも考えられる｡
以上のことからバック ･カットは､バスケッ
トボール競技におけるハーフコー ト･オフェン
スにおいて､広範囲なレベルのチームが､チー
ムとして習熟することによって､ディフェンス
陣形を崩すために再現性のある非常に有効性の
高いグループ戦術であり､身長や体格の影響が
少ないことから身長の低いチームにとって必要
不可欠なグループ戦術の一つであると言える｡
今後の課題は､国内の様々なレベル､チーム
構成においてバックドア ･オフェンスの実証的
分析を行い､バック･カットが有効なグループ
戦術であることを検証することであるとともに､
国内のチームに適したバック ･カットを有効に
利用したハーフコー ト･オフェンスの具体的な
構築法においても検討するべきであろう｡それ
が体格的に恵まれていないといわれている日本
のバスケットボール競技の強化及び普及に貢献
できるものであると考えられる｡
注
1)ハーフコー ト･オフェンス
内山は､フアストブレイクを ｢1対0か
ら3対2までの数的に優位な状況において
3- 5秒以内でショットチャンスを創るオ
フェンスである｣とし､次にア-リー ･オ
フェンスを､ディフェンスの陣形ができる
前の ｢3対3- 5対4までの状況下で決め
られた地域-カットしたり､ ドリブル ドラ
イブしたりして､少しでも速く (5-10秒
以内で)ショットチャンスを創るオフェン
スである｣として､最後にハーフコー ト･
オフェンスを ｢ディフェンダー5人全員が
オフェンス側の攻めるフロントコー トに戻っ
てしまっており､最初からハーフコー トで
のオフェンスを強いられたときの､5対5
の状況｣26)(p.36)としている｡
2)NCAA ディビジョンI
NCAAは ｢NationalColegiateAthletic
バスケットボール競技におけるバック･カットに関する一考察 59
Association｣の略､｢全米大学体育協会｣
のことで､米国内の様々な大学スポーツを
統括する組織である｡所属する大学は､N
cAAが決める基準によりⅠ～Ⅲのディビ
ジョンに分けられる9)(p.16)｡ディビジョ
ンⅠの基準は､男女それぞれ最低7種目の
スポーツプログラムを持ち (男女同数の部
数)､男女の平等を保たなければいけない｡
さらに､指定された数の試合､競技をディ
ビジョンⅠ相手にしなければならない､と
なっている｡バスケットボールに関しては､
最高峰のディビイジョン Ⅰに300校以上が
所属｡所属校は､大小32のカンファレンス
に分かれる｡プリンス トン大学が所属する
アイビー リー グは､そのうちの1つである｡
シーズン開幕は11月でカンファレンス優勝
校などの65チームが､3月から行われるN
cAAトー ナメントで､全米N0.1を競い合
う｡
3)OFFENSIVESCHEMES(オフェンス･スキーム)
オフェンスのシステムを考案する担当｡
元シカゴ･ブルズのアシスタントコーチで
オフェンス ･スキームのテックス ･ウイン
ターが トライアングル ･オフェンスを考案
し､-ツドコーチのフィル ･ジャクソンに
よって4連覇を果たしたことは有名である｡
4)ディレイ ド
ディレイ ド･オフェンスとも呼ばれ ｢攻
撃に時間をかけ､ゲームの流れを緩やかに
したり､相手の攻撃回数を少なくしようと
する作戦了 (p.552)､ス トー リング ｢リー
ドしているチームがボールコントロールを
して時間を使いきり､ リー ドを守る｣13'(p.
255)と同じ解釈で使用されることが多い｡
5)パターン ･オフェンス
パターン ･オフェンスは､｢フリーラン
スと違ってあらかじめ動く順序や道が計画
されている｡パスをした後にも決められた
動きがある｡ したがって5人の動きが規則
正しくパターンとなってオフェンスをする
のである｡パスの行く方向､人間の動きが
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あらかじめ計画されたプレーシステムであ
る｣13)(p.234)｡
フレックス ･オフェンス､シャッフル ･オ
フェンスは代表的なパターン ･オフェンス
である｡
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